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利便性向上と業務効率化を図る

業務の質を高める補助手段に

行政のデジタル化

性
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
接
種

へ
の
お
そ
れ
を
な
く
す
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
る
が
、
市
の
対

応
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁

定
期
接
種
の
積
極
的
勧

奨
と
な
る
内
容
を
含
ま
な
い
よ

う
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

市
で
は
国
推
奨
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
活
用
し
、
案
内
文
を
添
え

て
個
別
送
付
し
た
。
情
報
提
供

の
再
開
に
よ
り
、
接
種
を
希
望

す
る
方
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

た
め
、
勧
奨
を
控
え
て
い
る
期

間
に
対
象
年
齢
を
超
え
た
方
も

定
期
接
種
が
で
き
る
体
制
を
整

え
る
よ
う
国
に
要
望
し
て
い
く
。

質
問

子
宮
頸
が
ん
や
Ｈ
Ｐ
Ｖ

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
安
全
性
を
理

解
す
る
た
め
に
は
、
今
回
の
個

別
通
知
に
加
え
て
、
学
校
で
の

教
育
も
必
要
と
考
え
る
が
、
教

育
委
員
会
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁

子
宮
頸
が
ん
を
含
め
た

る
強
化
策
と
し
て
、
独
身
女
性

を
含
め
た
求
職
者
の
就
職
に
つ

な
が
る
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、

合
同
企
業
説
明
会
の
開
催
準
備

を
進
め
て
い
る
。

質
問

非
正
規
職
で
働
く
独
身

女
性
か
ら
、
同
じ
境
遇
の
人
と

の
つ
な
が
り
等
を
望
む
声
が
あ

る
。
市
と
し
て
、
柔
軟
な
対
応

が
必
要
と
考
え
る
が
、
就
労
支

援
の
取
組
状
況
を
聞
き
た
い
。

答
弁

本
市
に
は
、
非
正
規
職

で
働
く
女
性
に
限
定
し
た
交
流

の
場
は
な
い
が
、
Ｆ
プ
レ
イ
ス

の
指
定
管
理
者
と
の
業
務
委
託

の
中
で
、
女
性
の
た
め
の
就
職

活
動
支
援
セ
ミ
ナ
ー
や
、
個
別

相
談
を
行
う
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
な
ど
に
よ
り
就
労
支

援
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
は
、

こ
れ
ら
の
事
業
の
参
加
者
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
の
相
談
傾
向
な
ど
か
ら
、
交

流
の
場
づ
く
り
を
含
め
た
支
援

ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
て
い
く
。

容
で
扱
う
も
の
と
考
え
て
お
り
、

今
後
も
、
自
分
を
大
切
に
し
、

互
い
に
認
め
合
い
、
命
を
尊
重

す
る
心
を
育
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
人
権
教
育
の
視
点
を
踏

ま
え
た
指
導
に
努
め
て
い
く
。

質
問

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

地
域
の
縁
側
や
様
々
な
市
施
設

が
閉
鎖
さ
れ
た
。
高
齢
者
の
状

況
把
握
の
た
め
に
実
施
し
た
訪

問
活
動
の
結
果
を
聞
き
た
い
。

答
弁

保
健
師
を
中
心
に
市
職

員
が
高
齢
者
１
０
５
０
人
を
個

別
訪
問
し
、
生
活
状
況
や
健
康

状
態
な
ど
の
聞
き
取
り
を
行
っ

た
。
多
く
の
方
が
、
友
人
と
の

交
流
や
楽
し
み
事
の
機
会
が
減

り
寂
し
い
と
訴
え
て
お
り
、
体

力
や
気
力
の
低
下
を
感
じ
る
方

や
、
病
状
が
悪
化
し
た
方
も
い

る
。
今
回
の
訪
問
に
よ
り
、
身

近
に
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
人
や

場
所
が
あ
る
こ
と
の
重
要
性
が

再
認
識
さ
れ
、
地
域
ニ
ー
ズ
を

把
握
す
る
一
助
と
な
っ
た
。

か
り
や
す
い
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓

口
の
設
置
に
つ
い
て
、
市
の
見

解
を
聞
き
た
い
。

答
弁

各
市
民
セ
ン
タ
ー
の
窓

口
や
地
区
福
祉
窓
口
の
よ
う
に
、

一
元
的
に
受
付
を
行
う
体
制
は
、

遺
族
の
負
担
解
消
に
つ
な
が
っ

て
い
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

今
後
、
市
役
所
に
お
け
る
専

門
窓
口
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

他
市
の
実
施
状
況
等
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
様
々
な
部
署
に
関

わ
る
課
題
で
あ
る
た
め
、
関
係

各
課
と
と
も
に
研
究
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問

現
在
ほ
と
ん
ど
の
サ
ー

ビ
ス
で
電
子
マ
ネ
ー
で
の
支
払

い
が
可
能
で
あ
る
。
市
役
所
の

申
請
書
類
な
ど
の
窓
口
支
払
い

に
つ
い
て
も
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
を
導
入
す
る
べ
き
と
考

え
る
が
、
市
の
見
解
を
聞
き
た

い
。

少
社
会
で
働
き
手
不
足
の
時
代

と
な
っ
て
も
、
担
う
べ
き
機
能

が
発
揮
さ
れ
る
ス
マ
ー
ト
自
治

体
へ
の
転
換
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
踏
ま

え
、
Ａ
Ｉ
等
の
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
活
用
し
、
質
の
高
い
住
民
サ

ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、

住
民
の
利
便
性
向
上
と
業
務
の

効
率
化
を
図
っ
て
い
く
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

窓
口
支
払
い
で
導
入
を

平
川　

和
美　

�
�

（
藤
沢
市
公
明
党
）

質
問

家
族
が
亡
く
な
ら
れ
た

と
き
に
、
遺
族
が
市
役
所
で
行

う
手
続
き
は
煩
雑
で
分
か
り
に

く
い
。
来
庁
時
に
窓
口
を
移
動

す
る
こ
と
な
く
一
元
的
に
手
続

き
を
進
め
ら
れ
る
体
制
を
整
え

る
こ
と
は
、
市
民
の
負
担
軽
減

に
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、
分

向
け
て
検
討
を
進
め
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
の
雇
用
環
境

独
身
女
性
の
支
援
を

神
尾　

江
里�

�

（
民
主
・
無
所
属
ク
ラ
ブ
）

質
問

コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
で
、

女
性
就
業
者
が
多
い
サ
ー
ビ
ス

産
業
等
が
受
け
た
打
撃
は
甚
大

で
、
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
特

に
様
々
な
支
援
策
か
ら
漏
れ
、

非
正
規
職
で
働
く
独
身
女
性
の

現
状
を
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う

に
把
握
し
て
い
る
か
聞
き
た
い
。

答
弁

総
務
省
が
公
表
し
た
令

和
２
年
10
月
分
の
労
働
力
調
査

及
び
11
月
の
内
閣
府
の
提
言
に

よ
る
と
、
宿
泊
業
・
飲
食
業
で

は
独
身
女
性
の
非
正
規
雇
用
割

合
が
大
き
く
、
本
市
で
も
雇
用

環
境
へ
の
影
響
が
及
ん
で
い
る

と
推
測
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

も
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
経
済
団
体

と
連
携
を
取
り
な
が
ら
就
労
支

援
を
行
っ
て
い
る
が
、
さ
ら
な

な
く
、
利
用
期
間
や
回
数
に
制

限
が
あ
る
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

他
市
で
の
導
入
状
況
や
、
具
体

的
な
サ
ー
ビ
ス
内
容
、
費
用
に

関
す
る
情
報
を
収
集
し
、
長
所

を
十
分
に
生
か
し
た
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
で
き
る
よ
う
、
導
入
に

に
も
、
資
料
の
劣
化
や
汚
破
損

の
心
配
が
な
い
こ
と
や
、
市
民

に
と
っ
て
返
却
の
手
間
が
省
け

る
こ
と
な
ど
の
利
点
が
あ
る
。

一
方
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
が
な
い
方
へ
の
対
応
や
、

コ
ン
テ
ン
ツ
の
種
類
や
数
が
少

感
染
症
拡
大
を
受
け
て
、
３
密

を
避
け
ら
れ
、
好
き
な
と
き
に

読
書
が
で
き
る
環
境
と
し
て
、

電
子
図
書
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
す

る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
機
能
や
導

入
に
当
た
っ
て
の
具
体
的
な
長

所
や
短
所
、
ま
た
、
ニ
ュ
ー
ノ

ー
マ
ル
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、

導
入
に
向
け
た
本
市
の
検
討
状

況
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁

電
子
図
書
サ
ー
ビ
ス
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
と
パ
ソ

コ
ン
等
が
あ
れ
ば
、
場
所
や
時

間
を
気
に
せ
ず
に
読
書
の
機
会

を
す
ぐ
に
確
保
で
き
る
特
徴
が

あ
り
、
施
設
の
利
用
制
限
な
ど

の
影
響
が
な
く
、
図
書
館
に
来

ら
れ
な
い
方
が
自
由
に
利
用
で

き
る
長
所
が
あ
る
。
ま
た
、
音

声
読
み
上
げ
機
能
や
文
字
サ
イ

ズ
拡
大
機
能
等
に
よ
り
、
障
が

い
者
や
高
齢
者
も
理
解
し
や
す

く
、
読
書
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ

の
向
上
が
期
待
さ
れ
る
。
ほ
か

き
等
に
関
す
る
相
談
窓
口
の
情

報
提
供
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、

支
援
団
体
を
案
内
す
る
な
ど
、

個
々
の
実
情
に
応
じ
た
相
談
支

援
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

電
子
図
書
サ
ー
ビ
ス

導
入
に
向
け
た
検
討
を

北
橋　

節
男　

�
�

（
市
民
ク
ラ
ブ
藤
沢
）

質
問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

交
流
支
援
事
業
は
、
専
門
性
が

高
い
た
め
、
家
庭
問
題
情
報
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
民
間
団
体
が
実

施
し
て
い
る
。
一
方
、
自
治
体

で
は
平
成
30
年
度
時
点
で
、
明

石
市
や
東
京
都
な
ど
全
国
で
も

３
都
県
と
６
市
で
の
実
施
に
と

ど
ま
り
、
東
京
都
で
も
支
援
実

績
は
39
家
族
で
あ
る
。
当
事
者

の
ニ
ー
ズ
や
、
居
住
地
が
市
域

を
ま
た
が
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
自
治

体
に
よ
る
実
施
は
課
題
が
多
い
。

本
市
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭

相
談
の
中
で
、
養
育
費
や
面
会

交
流
に
関
す
る
取
決
め
の
重
要

性
の
周
知
や
、
取
決
め
の
手
続

清
水　

竜
太
郎　

�
�

（
民
主
・
無
所
属
ク
ラ
ブ
）

質
問

離
婚
等
で
別
居
し
て
い

る
方
と
子
ど
も
の
面
会
交
流（
※

１
）
の
促
進
は
、
養
育
費
支
払

い
を
促
す
対
策
の
一
つ
と
考
え

る
。
し
か
し
、
父
母
が
互
い
に

相
手
側
と
接
触
し
た
く
な
い
場

合
も
あ
り
、
明
石
市
で
は
専
門

家
が
仲
介
し
て
面
会
日
時
を
調

整
し
、場
所
も
提
供
し
て
い
る
。

本
市
も
こ
の
よ
う
な
一
歩
踏
み

込
ん
だ
取
組
を
行
う
べ
き
と
考

え
る
が
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁

父
母
間
で
面
会
交
流
の

実
施
が
困
難
な
場
合
に
日
程
調

整
や
付
添
い
な
ど
を
行
う
面
会

答
弁

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
と
し
て
、
非
接
触

型
社
会
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ

る
中
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

等
の
導
入
も
検
討
が
必
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
デ
ジ
タ

ル
市
役
所
の
実
現
に
向
け
た
取

組
を
進
め
る
中
で
、
市
民
の
利

便
性
向
上
や
業
務
の
効
率
化
に

つ
な
が
る
よ
う
、
検
討
を
進
め

て
い
く
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種

個
別
通
知
で
情
報
提
供

松
長　

由
美
絵　

�
�

（
市
民
ク
ラ
ブ
藤
沢
）

質
問

国
は
Ｈ
Ｐ
Ｖ
（
※
２
）

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
勧
奨
を
控
え

る
よ
う
勧
告
し
て
い
た
が
、
対

象
者
に
接
種
を
検
討
・
判
断
す

る
た
め
の
情
報
提
供
を
行
う
よ

う
に
新
た
な
通
知
を
発
出
し
た
。

多
様
な
見
地
か
ら
接
種
の
安
全

が
ん
教
育
は
、
ま
ず
は
教
職
員

が
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
る

こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。
こ
の

度
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
学
校
に
も
参

考
送
付
さ
れ
、
改
め
て
教
職
員

市
政
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス

原
田　

建　

�
�

（
ア
ク
テ
ィ
ブ
藤
沢
）

質
問

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

以
降
、
若
年
層
の
予
期
せ
ぬ
妊

娠
や
望
ま
な
い
妊
娠
が
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
る
が
、
中
学
校

で
性
教
育
は
ど
の
よ
う
に
実
施

さ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
性
的

同
意
や
避
妊
方
法
等
に
つ
い
て
、

学
習
指
導
要
領
を
超
え
て
扱
わ

れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
教
育

委
員
会
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁

中
学
校
で
は
学
習
指
導

要
領
に
基
づ
き
、
性
の
違
い
や

互
い
の
性
を
尊
重
す
る
こ
と
等

を
通
し
て
、
性
に
関
す
る
知
識

を
扱
っ
て
い
る
。
ま
た
、
外
部

講
師
の
招
聘
や
養
護
教
諭
と
の

テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
等
に

よ
る
授
業
を
行
っ
て
い
る
学
校

も
あ
る
。
生
徒
の
発
達
段
階
や

実
態
を
踏
ま
え
、
発
展
的
な
内

員
削
減
の
手
段
と
し
て
で
は
な

く
、
業
務
の
質
を
高
め
る
補
助

手
段
と
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
導
入

に
当
た
り
、
導
入
自
体
を
目
的

と
は
せ
ず
、
業
務
の
棚
卸
し
や

分
析
を
行
い
、
活
用
可
能
な
部

分
の
洗
い
出
し
や
、
Ａ
Ｉ
等
に

よ
る
判
断
の
正
確
性
の
検
証
が

大
切
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

し
か
し
、
業
務
の
棚
卸
し
等

を
行
う
に
は
一
時
的
な
業
務
負

担
も
発
生
す
る
た
め
、
業
務
効

率
化
の
メ
リ
ッ
ト
を
現
場
が
実

感
で
き
る
よ
う
な
取
組
を
重
ね

な
が
ら
、
職
員
の
意
識
改
革
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
課
題
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
導

入
に
よ
り
増
大
す
る
事
務
の
負

荷
を
軽
減
し
、
職
員
は
相
談
業

務
に
集
中
す
る
な
ど
、
人
口
減

味
村　

耕
太
郎�

�（
日
本
共
産
党
藤
沢
市
議
会
議
員
団
）

質
問

本
市
で
は
、
令
和
２
年

７
月
に
藤
沢
市
官
民
デ
ー
タ
活

用
推
進
指
針
を
策
定
し
て
い
る

が
、
Ａ
Ｉ
等
の
デ
ジ
タ
ル
技
術

の
導
入
に
向
け
た
課
題
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
技
術
を
職

一

質
般

問

主

質

と

弁

な

問

答

が
理
解
す
る
機
会
と
な
っ
た
。

今
後
も
、
児
童
生
徒
の
発
達

段
階
を
踏
ま
え
、
適
切
な
時
期

に
、
外
部
講
師
や
養
護
教
諭
等

に
よ
る
性
教
育
の
中
で
も
取
扱

い
を
行
っ
て
い
く
。

（※ 1）面会交流…子どもと離れて暮らしている父母の一方が、子どもと定期的・継続的に会って話をしたり、一緒に遊んだり、電話や手紙などの方法で交流すること。
（※ 2）HPV…ヒトパピローマウイルスの略称。皮膚や粘膜に感染するウイルスで、100 以上の種類がある。子宮頸がん等多くの病気の発生に関わっている。

別
居
親
と
子
ど
も
の
面
会
交
流

実
情
に
応
じ
た
相
談
支
援
の
充
実
を
図
る

取
決
め
に
関
す
る
情
報
を
提
供

AI 等のデジタル技術を活用し、市民の利便性向上を図る

ニューノーマル対応のサービスとして電子図書の導入を検討する

対象者に情報提供を行い、ワクチン接種の理解を深める

イメージ

⑶


